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北山 太樹 :新手の微細藻類展示

ー滋賀県立琵琶湖博物館の場合-

地球上至るところに居ながらなかなか関心を持つ 琵琶湖にみられる代表的なプランクトンをいろいろな

てもらえないのが深類の辛いところである。6500万 工夫を凝らして見せている。「植物プランクトン」と題

年前に絶滅している恐竜の学名をそらんじる小学生は されたコーナの前に立ってみる。子供の頭の高さくら

沢山いても近所の川や池や貯水槽に棲んで、いる小さな いのところに四角い窓があって， I品!の中で何やらほん

生き物のことを知っている小学生はそう多くない。博 わり緑色に光るものがゆっくり回転しながら浮かんで

物館はこうした状況を常日頃憂いているわけだが，で いるが見える。クンショウモ(緑藻類)である(図 1)。

は博物館での藻類の待遇は良いのかというと ，これが 水底を表現するためか真下に小石が2個置かれている。

実は小学生の場合と大差がない。この国ではおそ らく シュールな絵のような不思議な雰囲気が漂っている。

発掘されている以上に多くの恐竜を最寄りの博物館で 手を伸ばしても触れない。数秒で別なものに変わる。黄

見ることができるが，藻類の展示のある博物館は大変 色の粒が集まったものがやはり回転している。なんだ

少ない。あっても入館者用のパンフレットに載らない か分からないので解説用の写真を見ると，シヌラ (シ

程扱いが小さい。ことに微細な藻類にいたっては稀有 ヌラ諜類)だと分かる(図 2)。このほかにも，オオヒ

といってもよいだろう 。しかし，地球環境を考えるに ゲマワ リ (緑藻類)，イ ケツノオビムシ(渦鞭毛藻類)，

せよ生物多様性を語るにせよ，博物館で取り上げるべ オピケイソウ(珪藻類)，アナベナ (藍藻類)など，多

きなのは本当は恐竜ではなくて藻類なのではないだろ 彩な藻類のラインナップとなっている。諜類を扱った

うか。そんなことを考えて企画を繰っていたところ， このような手法の展示をこれまで筆者は見たことも問

思わぬ所でユニークで素敵な微細l藻類の展示に遭遇し いたこともなく 、驚嘆させられた。

た。ここで紹介して、博物館における藻類の可能性を この展示について，琵琶湖i博物館の研究員でこの展

採る本シリーズの助走としたい。 示の製作を担当した芳賀裕樹氏にお話をうかがった。

5月 14日， 筆者は館の展示施設施行調査の名目で 藻類の映像は浮き上がって見えるけれど、この展示装

滋賀県立琵琶湖博物館の展示を視察する機会に恵まれ 置に使われている映像そのものは特殊なものではない。

た。この館は 10年という準備期間を経て 1996ij三10月

20日に満を持して開館した，できたてのほやほやだ

がすでに高い完成度を持つ博物館である。琵琶湖を素

材にし， I湖と人間」という館の規模の割にかなり絞

り込んだテーマを主車UIに総合的な展示を展倒すること

によって独自性を出しているのが特色である。特にC

展示室「消lの環境と人々のくらしJと題された円形の

フロアは，琵琶湖の生物相についての生態展示と民俗

学的な展示を混在させて，初lにおける人間の生活環境

を立体的に表現しており ，圧巻である。

さて藻類であるが、淡水生物としてシヤジク藻類

の標本くらいはあるかも知れないというのが入館前の

筆者の予想だったので， Iミクロの世界」というブー

スで微細藻類の展示に出くわした|時はちょっと驚い

た。入口に「一滴の琵琶湖の水の中には，目に見えな

い小さな生き物がたくさんすんでいます。この不思議

なミクロの世界を探検してみましょうJとある。2m 図 1. I植物プランクトン」展示の D-vision映像。クンショウモ

位の高さの暗室の通路に沿って 7つの小展示があり， とオピケイソウが重なって見えている。
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図2. I植物プランクトン」展示の解説プレート

芳賀氏の言葉をお借りすれば， Iニセ 3DJである。原

理は簡単である。といっても筆者は当初理解できな

かったので展示業者に図を書いて員一った(図3)。生き

ている務体を位相差顕微鏡に据え付けたカメラで、Jiii1影

したビデオ映像を下方のモニターから凹而鋭に投影さ

せる。すると凹而鏡の少し手前に立体感のある厳像が

結像するのである。この原理自体は D-visionと呼ばれ

ているもので、展示以外にもアーケードゲーム機など

で応用されている。特殊なフィルムを用いるホログラ

フィーや 2つのレンズを使用するステレオ映像とくら

べると D-visionははるかに簡単で、装置の製作が容易で

ある。ただし，本当の立体ではないので像が歪みやす

いという欠点がある。たとえば，球形のオオヒゲマワ

リが査むと楕円形になってしまい，まったく別の生き

物に見えてしまう 。藻体だけを浮かび上がらせるため

に，芳賀氏は!情視野で撮影を行っている。というのは，

明視野で織られた映像を使うとモニター画面の輪郭が

映るからである。また、ミジンコなどの動物プランク

L 
d 
視点

図3.D-visionの原理II(株式会社乃村工悲社織旺|恒一郎氏が描

いてくれた図をもとに作成)

カやミニチュアのようにはいかないようである。あと

は直接顕微鏡を覗いて生きた~jtî'."を見てもらう参加体

験型展示があるが，普及教育上の効果を持つ反而、多

くの試i'.i!とH寺問と人手を必要とするのが日H点である。

D-visionの原理を応用した，琵琶湖博物館の「ミクロ

の世界」は比較的製作が簡単な展示装置でありながら

あたかも顕微鏡を使わずに生きている試料を覗き見て

いるかのような臨場感を来館者に与えることに成功し

ている 。 微細陥i~類の取っつきにくさを解消する魅力的

な手法である。

トンは動きがあるので普通に撮っても面白い(儲か (国立科学博物館 干305つくば市天久保4丁目 1-1)

に、自の前でピクピクと身じろぐミジンコは不気味で

すらある)が、植物プランク トンは動きが少ないので、 [滋賀県立琵琶湖博物館]

顕微鏡の上でカメラを回転させながらjf&影したそうで 所在地:〒525滋賀県草津市下物iI汀1091番地， TEL: 

ある。 0775-68-4811 (代)，FAX: 0775-68-4850 (代)，0775-

微*111藻類の展示を難しくしているのはやはりそのサ 68-4844 (ファックス案内サービス)，インタ ーネッ ト

イズである。肉f1Rで見ることのできない小さな生物を ホームページ:http://www.lbm.go.jp/.交通 ・JR琵琶湖l

どうやって見てもらうか。これが結構問題なのであ 線草津駅西口から近江鉄道パス 「烏丸半島」行きに釆

る。顕微鏡で撒彩した写真をパネルにしたりビデオI!'>>: り「琵琶湖博物館前」で下車(約22分)，開館時間:9: 

像をモニターで上映する，といったところが従来の定 30-17:00 (入館は 16:30までに休館日:毎週月曜日 ・

石であろうか。しかし，こうした手法だけで展示を構 休日の翌日(土 -日の場合は開館)・年始年末 (12月

成すると学校や家庭で本やテ レビを見ているのと同じ 28日-1月41:1)，入館本!:大人500円，高校生 大学

行為の繰り返しを来館者に強いることになり、退屈さ 生400円， 小学生 -中学生 250円。

せてしまう 。また，実物の数十倍から数千倍に拡大し

た微細i築類の模型を展示しているところもある。だ

が，顕微鏡サイズのものを肉眼サイズに拡大すると顕 [ この企画では、藻類を展示している博物館、水族館、

微鏡の分解能以下のディテールが要求されるため，表 |植物園などを紹介していきます。i菜類のユニークな展

面がツルツルした不自然な模型になりがちである。光 l示・普及教育・標本管理なと芋を行っている国内外の機

顕像だけに頼っている現在の技術ではまだまだレプリ l関について会員からの情報をお待ちしております。




